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一般社団法人 日本旅行業協会発行

●ねぶたが舞った“JAPAN NIGHT”
●「旅と文化」を熱く語った国際観光フォーラム
●各種業界セミナー、展示商談会も盛況

第1回ジャパン・ツーリズム・アワード　大賞に瀬戸内国際芸術実行委員会

ツアーグランプリ 2015　国土交通大臣賞は昭和観光社が受賞

入場者数は17万人を超える
出展者数は内外の約1100企業・団体に

素材研究  ・ポルヴォー（フィンランド）　・中国 シルクロード第2回

特
集
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
5

世
界
に
示
し
た「
大
い
な
る
挑
戦
」

出
展
者
数
、入
場
者
数
と
も
過
去
最
大
規
模
に



世
界
に
示
し
た「
大
い
な
る
挑
戦
」

出
展
者
数
、入
場
者
数
と
も
過
去
最
大
規
模
に

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
日
本
観
光
振
興
協
会（
日
観
振
）は
９
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
と
東
京
・
丸
の
内
の
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
を
会
場
に「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」を
開
催
し
ま
し
た
。昨
年
に
続
い
て
、今
年
が
第
２
回
と
な
っ
た
世
界
最
大
級
の
旅

の
祭
典
に
は
、国
内
47
都
道
府
県
か
ら
約
５
０
０
の
団
体・企
業
、１
４
０
を
超
え
る
国・地
域
か
ら
約
６

０
０
の
団
体・企
業
が
参
加
し
、４
日
間
で
の
来
場
者
も
17
万
３
６
０
２
人
を
数
え
て
い
ま
す
。期
間
中
に

は
、都
市
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
5
〞を
東
京
駅
前
の
丸

の
内
エ
リ
ア
で
実
施
し
た
ほ
か
、観
光
産
業
の
発
展・拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
団
体・個
人
を
顕
彰
す
る

「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム・ア
ワ
ー
ド
」の
表
彰
式
や〝
T
o
u
r
i
s
m 

a
n
d 

C
u
l
t
u
r
e 

旅
と
文
化
〞を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
、２
年
目
を
迎
え
た「
ツ
ー
リ
ズ

ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」が
大
き
く
飛
躍
し
た
こ
と
を
内
外
に
示
し
ま
し
た
。

17
万
3
6
0
2
人
が
来
場

出
展
は
内
外
の
約
1
1
0
0
に

　

田
川
博
己
J
A
T
A
会
長
は
開
会
式
で
、

「
誕
生
か
ら
2
年
目
を
迎
え
た『
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
』は
、ホ
ッ
プ・ス
テ
ッ
プ・ジ
ャ
ン

プ
の『
ス
テ
ッ
プ
』の
年
で
あ
り
、来
年
に
向
け
て
大

い
な
る
挑
戦
を
試
み
た
」と
語
り
、⑴
地
域
性
の
強

化
、⑵
海
外
旅
行
の
新
た
な
進
化
、⑶
新
し
い
連
携

に
よ
る
産
業
の
広
が
り
、⑷
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、と
い
う

4
点
を
挑
戦
の
テ
ーマ
と
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
年
の〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
〞で
は
青

森
県
が
プ
レ
ミ
ア
ム・デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション・パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て「
ね
ぶ
た
」の
運
行
を
行
って
、東
京
か

ら
地
方
の
伝
統・文
化
を
発
信
す
る
形
と
な
り
、展

示
会
で
の
47
都
道
府
県
に
よ
る
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
情
報
提
供
と
併
せ
て
、「
地
域
性
の
強
化
」

が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
は
1
4
0
を
超
え
る
国
と
地
域
か

ら
出
展
や
商
談
の
参
加
が
あ
り
、改
め
て
、日
本
に

対
す
る
多
く
の
国
々
か
ら
の
期
待
が
示
さ
れ
て
お

り
、田
川
会
長
は
、「
渡
航
自
由
化
か
ら
51
年
目
を

迎
え
て
踊
り
場
状
態
に
あ
る
海
外
旅
行
を
、な
ん

と
し
て
も
新
た
に
進
化
さ
せ
、期
待
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
5
」で
は
ショッ
ピ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
大
き

な
展
示
も
行
わ
れ
て
お
り
、田
川
会
長
は
、昨
年
に

続
く
伝
統
工
芸
品
の〝
匠
の
ス
ト
リ
ー
ト
〞の
展
示

と
も
合
わ
せ
て
、「
産
業
連
携
は
着
実
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
」と
そ
の
意
義
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
は
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
2
日

間
に
拡
大
し
た
の
に
加
え
、外
務
省
の
主
催
に
よ
る

ア
ジ
ア
欧
州
会
議（
A
S
E
M
）の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
同
時
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
ア
ジ
ア・ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム

も
実
施
さ
れ
、田
川
会
長
は
、「
ア
ジ
ア
に
焦
点
を

合
わ
せ
、観
光
を
通
じ
た
新
し
い
時
代
を
、と
も
に

開
い
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
西
村
明
宏

国
土
交
通
副
大
臣
は
、「
国
内
旅
行・海
外
旅
行・

訪
日
旅
行
と
M
I
C
E
が一体
と
なっ
た『
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
』は
観
光
市
場
の
活
性
化

を
目
的
と
す
る
非
常
に
重
要
な
イ
ベン
ト
だ
」と
い

う
認
識
を
示
し
、「
日
本
経
済
の
牽
引
役
と
なって

い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
観
光
の
振

興
や
日
本
と
海
外
と
の
双
方
向
交
流
の
促
進
に
も

つ
な
が
る
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

田川博己 JATA会長
「2年目を迎えて挑戦を試みた」

西村明宏 国土交通副大臣
「観光市場の活性化を目指す重要なイベント」

基調シンポジウムで挨拶する田村明比古 観光庁長官

各国の観光大臣や大使など来賓も加わって行われたテープカット



ね
ぶ
た
が
舞
っ
た〝
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
〞

東
京
駅
前
丸
の
内
エ
リ
ア
会
場
に
内
外
か
ら
１
７
０
０
人

特集・ツーリズムEXPOジャパン2015

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン
2
0
1
5
」

開
催
期
間
中
の
9
月
25
日
、東
京
駅
前
の
行
幸

通
り・丸
の
内
エ
リ
ア
で
国
家
戦
略
特
区
を
活
用

し
た
都
市
型
M
I
C
E
イ
ベン
ト〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T 

2
0
1
5
〞が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。観
光
庁
と
日
本
政
府
観
光
局
の
主
催
に
よ
る

「
V
I
S
I
T 

J
A
P
A
N 

ト
ラ
ベルマ
ー
ト

＆
M
I
C
E
マ
ー
ト
2
0
1
5
」への
参
加
者
ら

も
合
わ
せ
て
約
1
7
0
0
人
が
集
ま
り
、国
内
外

か
ら
の
来
賓
や
日
本
の
旅
行・観
光
関
係
者
、訪

日
旅
行
バ
イ
ヤ
ー
ら
が
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ベン
ト
の
冒
頭
で
挨
拶
に
立
っ
た
日
本
観
光

振
興
協
会
の
山
口
範
雄
会
長
は
、「
丸
の
内
エ
リ

ア
か
ら
日
本
の
観
光・文
化・伝
統・食
を
発
信
す

る
こ
と
に
加
え
て
、日
本
の
各
地
域
や
世
界
の
各

国
と『
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パン
』を
連
動

さ
せ
て
波
及
効
果
を
生
み
だ
す
プ
レ
ミ
ア
ム・デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン・パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
ス
キ
ー
ム

も
開
始
し
た
」と
語
り
、今
年
の〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
〞の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。初

め
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム・デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション・パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
名
乗
り
を
挙
げ
た
青
森
県
は
、同
県

の
三
村
申
吾
知
事
を
先
頭
に
会
場
で
伝
統
行
事

で
あ
る「
ね
ぶ
た
」の
運
行
な
ど
を
行
い
、参
加
者

ら
に
青
森
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
太
田
昭
宏
国

土
交
通
大
臣
は
、「
一
昨
年
に
1
0
0
0
万
人

を
超
え
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
今
年
は

1
9
0
0
万
人
に
迫
る
勢
い
を
見
せ
て
お
り
、イ

ンバ
ウ
ン
ド
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、日
本

の
魅
力
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。「
日

本
の
観
光
に
とって
は
、イ
ンバ
ウ
ン
ド
に
加
え
て
、

国
内
観
光
も
日
本
人
の
海
外
旅
行
も
重
要
で

あ
り
、東
京
で
オ
リ
ン
ピッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
を
前
に
実
現
が
見

込
ま
れ
る
訪
日
外
国
人
2
0
0
0
万
人
の
達
成

と
と
も
に
、双
方
向
交
流
の
拡
大
に
向
け
て
、こ
の

〝
J
A
P
A
N 

N
I
G
H
T
〞を
起
爆
剤
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

雨の中を軽快に踊るハネトの姿は青森県の心意気を感じさせ
てくれました

“JAPAN NIGHT” のオープニングでは、青森県の三村申吾知事（中央左）をはじめ関
係者らによる鏡開きが行われました

太田昭宏 国土交通大臣
「“JAPAN NIGHT” を起爆剤に」

第 1回ジャパン・ツーリズム・アワード
「ツーリズム EXPOジャパン」とのシナジー効果により、国内・海外
の団体・組織・企業による取り組みの顕彰を通じ、ツーリズム業界の
発展・拡大に寄与することを目指して、国内・訪日領域、海外領域、
国際領域（UNWTO部門賞）の3領域で26組を表彰。第1回の今年は、
瀬戸内国際芸術祭実行委員会に大賞が贈られました。（7ページに詳細）

ツアーグランプリ 2015
旅行業における企画力やマーケティング力の向上と「観光立国」に
寄与することを目指して、海外旅行・国内旅行で最も優れた企画旅
行（募集型・受注型）を催行した旅行会社 8社 10組を表彰。国土
交通大臣賞には昭和観光社が輝き、国内旅行では初めての同賞の受
賞となりました。（8ページに詳細）

四代目中村鴈治郎による口上

JPタワーでの交流会

バイオリンと日本舞踊のコラボレーションも



基調講演 ＆ 基調シンポジウム

観
光
と
文
化
が
世
界
平
和
の

土
台
を
作
る
パ
ワ
ー

　

　
「
T
o
u
r
i
s
m 
a
n
d 

C
u
l
t
u
r
e 

旅
と
文
化
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
今
年
の
国
際

観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
基
調
講
演
を
行
っ
た
世
界

観
光
倫
理
委
員
会
の
パ
ス
カ
ル・ラ
ミ
ー
議
長

は
、経
済
成
長
や
地
域
開
発
、雇
用
創
造
な
ど

を
も
た
ら
し
て
い
る
観
光
産
業
が
、世
界
経
済

に
お
い
て
最
も
重
要
な
存
在
を
占
め
る
よ
う
に

な
って
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
G
A
T
T（
関
税
と
貿
易
に
関

す
る
一
般
協
定
）に
代
わ
り
、1
9
9
5
年
に

発
足
し
た
世
界
貿
易
機
関（
W
T
O
）で
、

2
0
0
5
年
9
月
か
ら
2
0
1
3
年
9
月

ま
で
事
務
局
長
を
務
め
た
ラ
ミ
ー
議
長
は
、

W
T
O
体
制
の
強
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。世
界
経
済
や

国
際
貿
易
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
ラ
ミ
ー
議

長
で
す
が
、基
調
講
演
で
は
、世
界
が
注
目
す
べ

き
観
点
と
し
て「
観
光
と
経
済
」よ
り
も「
観

光
と
文
化
」を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方

を
示
し
ま
し
た
。

　
ラ
ミ
ー
議
長
は
、「
人
々
が
旅
を
通
じ
て
異
文

化
に
触
れ
、楽
し
ん
だ
り
体
験
す
る
こ
と
が
、各

国
間
の
摩
擦
を
和
ら
げ
、相
互
理
解
や
相
手
へ

の
尊
敬
の
念
を
深
め
さ
せ
る
」と
語
り
、「
文
化

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、共
通
の
倫
理
観
や
グ
ロ
ー
バ

ル
な
帰
属
意
識
を
醸
成
し
、世
界
平
和
の
土
台

を
作
り
上
げ
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
」と
強
調
。「
こ

の
パ
ワ
ー
こ
そ
が
、経
済
や
貿
易
に
は
な
い
観
光

の
持
つ
大
き
な
意
義
だ
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
ラ
ミ
ー
議
長
は
、「
文
化
と
観
光
の

関
係
に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
が
あ
り
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
、文
化
の
保
護・保
全

を
図
る
こ
と
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
って
き
た
」

と
指
摘
。観
光
と
文
化
が
相
互
に
発
展
す
る
た

め
の
責
任
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
へ

文
化
と
観
光
の
育
成
を

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、首
都
大
学
東
京
と
東
京
工
業
大

学
の
特
任
教
授
で
観
光
庁
参
与
も
務
め
る
本

保
芳
明
氏
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、ラ
ミ
ー
議

長
、京
都
市
の
門
川
大
作
市
長
、U
N
W
T
O

の
ス
ー・ジ
ン
理
事・ア
ジ
ア
太
平
洋
部
長
、シ
ャ

ネ
ル
の
リ
シ
ャ
ー
ル・コ
ラ
ス
代
表
取
締
役
社
長

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

　
ス
ー・ジ
ン
理
事
は
、U
N
W
T
O
が
今
年
2

月
、U
N
E
S
C
O
と「
観
光
と
文
化
」に
関

す
る
国
際
会
議
を
共
催
し
た
こ
と
に
言
及
し
、

「
こ
れ
は
観
光
と
文
化
の『
結
婚
』で
あ
り
、非

常
に
重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
だ
」と
強
調
。同

理
事
は
、「
旅
行
業
に
従
事
し
て
い
る
人
々
が
今

後
、文
化
事
業
に
関
わ
る
人
々
と
の
交
流
を
深

め
て
い
く
展
開
を
目
指
し
た
い
」と
語
り
、そ
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、地
域
や
旅
行
者
、政
府
な
ど

あ
ら
ゆ
る
方
面
が
関
わ
り
を
持
つ「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
ネ
ス
」と「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」を

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
の
門
川
市
長
は
、「
観
光

と
文
化
」の
均
衡
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
き
た
同
市
の
取
り
組
み
を

紹
介
。「
建
物
の
高
さ
制
限
を
従
来
よ
り
も
低

く
し
た
り
、車
道
を
縮
小
し
て
歩
道
を
拡
大
す

る
な
ど
の
施
策
は『
時
代
に
逆
行
す
る
』と
い

う
批
判
も
受
け
て
き
た
が
、街
の
景
観
と
京
都

市
民
の
生
活
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、京
都
の

文
化
と
観
光
の
将
来
に
つ
な
が
る
」と
持
論
を

展
開
し
ま
し
た
。門
川
市
長
は
、「『
日
本
に
京

都
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』か
ら『
世
界
に
日
本
が

あ
って
よ
か
っ
た
』と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
」と
語
り
、そ
の
自
負
と
意
欲
も
披
瀝
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ラ
ス
社
長
は
、「
日
本
が
既
に

持
っ
て
い
る
貴
重
な
景
観
を
大
切

に
継
承
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

だ
」と
訴
え
る一
方
、「
宿
泊
施
設

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、外
国
人

向
け
の
近
代
化
が
足
り
な
い
」と

も
語
り
、「
伝
統
文
化
を
た
だ
守

る
だ
け
で
な
く
、現
代
や
未
来
志

向
の
大
胆
な
発
想
も
融
合
す
る

こ
と
が
将
来
へ
の
投
資
に
な
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

本
保
特
任
教
授
は
、「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に
向
け
、

国
を
挙
げ
て
文
化
と
観
光
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
し
て
の
日
本

に
と
っ
て
、競
合
す
る
各
国
と
の

差
別
化
に
も
つ
な
が
って
い
く
」と

総
括
し
ま
し
た
。

スー・ジン氏

門川大作氏

パスカル・ラミー氏

リシャール・コラス氏 本保芳明氏

パスカル・ラミー世界観光倫理委員会議長

基
調
講
演

基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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９
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
国
際
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、海
外
旅
行
・
国
内
観
光
・
訪
日
旅
行
・ハ
ラ
ー
ル
の
テ
ー
マ
別
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と「
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
分
析
２
０
１
５
」に
加
え
、第
１
回「
ア
ジ

ア・ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム
」も
開
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、９
月

25
日
に
は
外
務
省
の
主
催
に
よ
る
ア
ジ
ア
欧
州
会
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）観
光
促
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、初
め
て
同
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
・
国
内
・
訪
日
に
加
え
ア
ジ
ア
に
も
フ
ォ
ー
カ
ス

《
海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

A
L
L 

J
A
P
A
N
で

双
方
向
交
流
を
！

　
「
異
文
化
理
解
が
人
を
育
て
、地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
海
外
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

K
N
T
│
C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
池

畑
孝
治
執
行
役
員
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務

め
、新
潟
県
の
泉
田
裕
彦
知
事
、J
T
B

ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
ション
ズ
の
井
上
聡
代
表

取
締
役
社
長
、在
日
米
国
大
使
館
商
務

部
の
ア
ー
サ
ー・百
合・ア
ン
上
席
商
務
官

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
に
よ
る
海
外
旅
行
政
策
提

言
の
要
旨
を
説
明
し
た
井
上
社
長
は
、

⑴
18
歳
ま
で
の
旅
券
無
料
化
、⑵
海
外

校
と
の
姉
妹
校
提
携
促
進
、⑶
留
学
時

の
単
位
交
換
、⑷
地
方
空
港
の
国
際
化
や

チ
ャ
ー
タ
ー
便
誘
致
、な
ど
具
体
的
な
支

援
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
の
泉
田
知
事
は
、地
方
空
港

と
首
都
圏
空
港
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
捉

え
、利
便
性
の
高
い
国
内
交
通
網
を
活
用

す
る
こ
と
で
、「
東
ア
ジ
ア
交
流
圏
の
表

玄
関
」と
し
て
の
取
り
組
み
を
紹
介
。同

県
で
は
、県
内
17
市
町
村
が
海
外
42
市

町
村
と
姉
妹
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、

希
望
者
が
参
加
す
る
形
で
県
立
高
校
に

お
け
る
海
外
修
学
旅
行
の
実
施
率
50
％

と
い
う
高
水
準
を
維
持
す
る
な
ど
、地
方

と
若
者
の
国
際
化
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。

　

米
国
大
使
館
の
ア
ー
サ
ー
上
席
商
務

官
は
、「
訪
日
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る

今
こ
そ
、日
本
の
国
際
化
や
交
流
拡
大

の
契
機
と
し
て
捉
え
る
べ
き
」と
指
摘
。

「
異
文
化
を
理
解
し
受
け
入
れ
る
こ
と

で
、国
際
交
流
は
さ
ら
に
深
ま
る
」と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

池
畑
執
行
役
員
は
、「
海
外
旅
行
は

成
熟
期
が
続
い
て
い
る
が
、『
海
外
旅
行

2
0
0
0
万
人
』の
旗
を
降
ろ
す
つ
も
り

は
な
い
」と
決
意
を
示
し
、「
若
者
や
地
方

の
国
際
化
を
通
じ
一
人
で
も
多
く
海
外

に
送
り
出
し
た
い
」と
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

《
国
内
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

地
方
創
生
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
役
割

　

国
内
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、観
光

庁
の
田
村
明
比
古
長
官
が「
観
光
振
興

が
地
方
創
生
、地
域
経
済
活
性
化
に
果

た
す
役
割
」と
題
し
て
提
言
し
た
の
に
続

き
、公
益
財
団
法
人
福
武
財
団
の
福
武
總

一郎
理
事
長
、東
日
本
旅
客
鉄
道
の
清
野

智
取
締
役
会
長
、三
重
県
の
鈴
木
英
敬

知
事
の
3
氏
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を

行
った
後
、東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
国

際
観
光
学
科
の
矢
ケ
崎
紀
子
准
教
授
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
て
、3
氏
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

田
村
長
官
は
、「
旅
慣
れ
て
目
が
肥
え

た
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
地
域
づ
く
り

を
す
る
に
は
、競
争
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
す
る
た
め
の
課
題
を
抽
出
し
、国
の

支
援
と
共
に
地
域
の
努
力
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
」と
語
って
い

ま
す
。

　

2
0
1
0
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
総
合
プ
ロ
デ
ュー

サ
ー
も
務
め
る
福
武
理
事
長
は
、「
瀬
戸

内
の
島
に
人
々
が
訪
れ
る
の
は
、景
観
や

ア
ー
ト
以
上
に
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
素

晴
ら
し
い
か
ら
だ
」と
指
摘
。「
幸
せ
な
コ

ミュニ
テ
ィ
こ
そ
が
地
域
の
魅
力
を
作
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

清
野
会
長
は
、地
域
づ
く
り
に
お
け
る

鉄
道
事
業
者
の
役
割
と
し
て「
観
光
流

動
の
創
造
に
よ
る
地
域
活
性
化
」を
挙

げ
、「
経
済
活
性
化
や
魅
力
向
上
を
図
る

地
域
と
事
業
の
拡
大
や
経
営
理
念
の
実

践
を
目
指
す
会
社
の
双
方
に
と
って
、地

域
の
活
性
化
は
不
可
欠
」と
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

鈴
木
知
事
は
、自
治
体
の
首
長
と
し
て

「
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
」に
向

け
、「
観
光
の
産
業
化
の
さ
ら
な
る
推
進
」

に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
、「
人

材
の
育
成
や
確
保
な
ど
を
通
じ
、魅
力
あ

る
観
光
の
目
的
地
と
し
て
選
ば
れ
続
け

る
三
重
県
の
実
現
を
目
指
し
た
い
」と
意

欲
を
示
し
ま
し
た
。

「異文化理解」の重要性を確認した海外旅行シンポジウム

井上社長「若者旅行を支援する施策を」

アーサー上席商務官「今こそ国際化と交流拡大の契機」

池畑執行役員「一人でも多く海外へ」

泉田知事「地方と若者の国際化を推進」

田村長官「課題を抽出し国と地域で努力を」



テーマ別シンポジウム

《
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
分
析
2
0
1
5
》

成
長
す
る

A
S
E
A
N
旅
行
市
場

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン「
ア
ジ
ア
旅

行
市
場
分
析
2
0
1
5
」で
は
、太
平

洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会（
P
A
T
A
）の
マ

リ
オ・ハ
ー
デ
ィ
C
E
O
に
よ
る
基
調
講

演
に
続
い
て
、B
B
C
ワ
ー
ル
ド
ニュ
ー
ス

「
ト
ラ
ベ
ル・シ
ョ
ー
」の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
で

あ
る
カ
ル
メ
ン・ロ
バ
ー
ツ
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、ハ
ー
デ
ィ
C
E
O
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
観
光
省
国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
部
の
ノ
フ
ィ
エン
デ
ィ・マ

カ
ラ
ム
部
長
、ベ
ト
ナ
ム
に
本
拠
を
置
く

T
r
i
i
p
.
m
e
の
創
設
者
で
あ
る

ハ
イ・ホ
ー
氏
の
3
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
登
壇
し
た
ほ
か
、和
歌
山
大
学
に
よ
る

ア
ジ
ア
地
域
の
旅
行
ト
レ
ン
ド
研
究
発
表

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ー
デ
ィ
C
E
O
は
、2
0
2
0
年
ま

で
の
到
着
旅
行
者
数
が
欧
州
で
年
間
平

均
2・8
％
増
と
推
計
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、ア
ジ
ア
で
は
同
6・8
％
増
と
見
込

ま
れ
る
な
ど
、ア
ジ
ア
地
域
へ
の
旅
行
需

要
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。各
国

政
府
間
の
協
力
や
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
に
よ
り
、ソ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
多

様
化
や
旅
行
需
要
の
分
散
を
図
る
こ
と

な
ど
で
、持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
続
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
マ
カ
ラ
ム
部
長
は
、2
0
1
4
年
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者

数
が
前
年
比
7
.
2
％
増
の
9
4
5
万

人
を
記
録
し
て
過
去
最
高
に
達
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
と
し
て
、観
光
産
業
の
G
N
P
に
占

め
る
割
合
を
2
0
1
4
年
の
9
％
か
ら

2
0
1
9
年
に
は
15
％
に
拡
大
す
る
こ

と
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
考
え
方
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ホ
ー
氏
は
、スマ
ー
ト
フ
ォン
の
専

用
ア
プ
リ
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
U
b
e
r

（
ウ
ー
バ
ー
）を
利
用
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

で
の
学
生
に
よ
る
取
り
組
み
や
零
細
規

模
の
旅
行
会
社
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ

ン
グ
の
手
法
な
ど
を
紹
介
し
、「
シェア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代
を
迎
え
て
い
る

今
、民
間
の
力
を
活
用
し
市
民
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
さ
せ
る
べ
き

だ
」と
訴
え
ま
し
た
。

《
ア
ジ
ア・ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー

ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム
》

「
新
し
い
ア
ジ
ア
の
時
代
」

創
造
に
向
け
て

　

今
回
の
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、ア

ジ
ア
の
観
光
セ
ク
タ
ー
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
が
政
府
や
戦
略
に
つ
い
て
議
論
を

展
開
す
る
場
と
し
て
、第
1
回「
ア
ジ
ア・

ツ
ー
リ
ズ
ム・リ
ー
ダ
ー
ズ・フ
ォ
ー
ラ
ム
」

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
5
」の
実
行
委
員
長
を
務
め
た

J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
は
、「
こ
の

場
か
ら
始
ま
っ
た
議
論
が
、ア
ジ
ア
と
世

界
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
よ
り
良
い
方
向
へ
変

え
て
い
く
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」と
語
り
、「
環
境
や
文
化
と
共
生
し
、

持
続
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る『
新
し

い
ア
ジ
ア
の
時
代
』を
作
って
い
き
ま
し
ょ

う
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
A
S
E
A
N
）事
務
局
財
務・産
業・イ

ン
フ
ラ
局
の
チ
ャ
ン・ド
ン・フ
ン
部
長
は
、今

年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
A
S
E
A
N

経
済
共
同
体（
A
E
C
）発
足
に
よ
り
、

単
一市
場
と
し
て
各
国
が
連
携
し
た
エコ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
旅
行
商
品
の
幅
が
広
が

る
見
通
し
な
ど
を
示
し
、一定
の
基
準
に

も
と
づ
く
認
証
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

※「
訪
日
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」と「
ハ

ラ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
詳
細
に
つ
い
て

は
、12
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

鈴木知事「選ばれ続ける三重県に」

マカラム部長「観光産業をGNP比 15％に拡大」

モデレーターのロバーツ氏

清野会長「地域の活性化は不可欠」 福武理事長「地域の魅力は幸せから」

東洋大学の矢ケ崎准教授

ハーディCEO「市場の多様化や需要の分散を」

ホー氏「市民のパワー発揮を」

地域・運輸機関・首長の立場から議論を深めた国内観光シンポジウム

「新しいアジアの時代」を目指し初会合



第1回ジャパン・ツーリズム・アワード

初
の
大
賞
に
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員
会

受賞者のみなさま

U
N
W
T
O
部
門
賞
は

「
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
」

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
組
織

委
員
会
は
9
月
24
日
、東
京・丸
の
内
の

J
P
タ
ワ
ー
に
お
い
て
第
1
回
目
と
な

る
、「
ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム・ア
ワ
ー
ド
」

表
彰
式
を
開
催
し
、瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
実
行
委
員
会
の「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
の
開
催
に
よ
る
地
域
再
生
の
取
り
組

み
」が
大
賞
に
決
定
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
の
島
々
の
魅
力
を
ア
ー
ト
と
い

う
切
り
口
で
発
信
し「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
」と
い
う
形
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
こ

と
、地
域
への
経
済
効
果
も
大
き
い
こ
と
、

瀬
戸
内
海
全
体
で
の
広
域
観
光
連
携
も

期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。香
川
県
の
浜
田
恵
造
知
事
は
、

「
海
の
復
権
を
旗
印
に
地
域
再
生
に
取

り
組
み
、内
外
か
ら
の
旅
行
者
と
地
域
住

民
や
関
係
者
が一体
と
な
って
地
域
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
つつ
あ

る
」と
説
明
。「
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
振
興
に
も
資
す
る
よ

う
力
を
注
ぎ
た
い
」と
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
連
世
界
観
光

機
関（
U
N
W
T
O
）と

連
携
し
た
U
N
W
T
O

部
門
賞
は
、株
式
会
社

ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。観
光
産
業

の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
使
命
に
掲

げ
、自
然
環
境
の
保
護
や

文
化
遺
産
の
価
値
向
上
、

受
入
国
や
地
域
社
会
に

有
益
な
活
動
な
ど
の
実

績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
審
査
員
の
み
な
さ
ま
】

〈
国
内
・
訪
日
、海
外
領
域
審
査
委
員
〉

◎
委
員
長

山
内
弘
隆（
一橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
教
授
）

○
委
員

陳
内
裕
樹（
グ
ー
グ
ル
株
式
会
社
旅
行
業

界
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

松
崎
英
一（
信
金
中
央
金
庫
地
域・中
小
企

業
研
究
所
長
）

リ
リ
ー・チェン（
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ア

ジ
ア・パ
シ
フ
ィック
社
長
）

今
泉
典
彦（
一般
社
団
法
人
日
本
経
済
団

体
連
合
会
観
光
委
員
会
企
画
部
会
長
）

坂
本
隆（一般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
専

務
理
事
）

石
毛
博
行（
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振

興
機
構﹇
ジェト
ロ
﹈理
事
長
）

田
嶋
炎（一般
社
団
法
人
日
本
民
間
放
送
連

盟
番
組
部
長
）

松
山
良一（
日
本
政
府
観
光
局﹇
J
N
T
O
﹈

理
事
長
）

山
口
範
雄（
公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振

興
協
会
会
長
）

田
川
博
己（
一般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業

協
会
会
長
）

〈
国
際
領
域（
U
N
W
T
O
部
門
賞
）審
査
委
員
〉

◎
委
員
長

本
保
芳
明（
世
界
観
光
倫
理
委
員
会　

委
員
）

○
委
員

田
川
博
己（
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパン

実
行
委
員
会
委
員
長
）

中
村
達
朗（
一般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業

協
会
理
事
長
）

見
並
陽一（
公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興

協
会
理
事
長
）

松
山
良一（
日
本
政
府
観
光
局﹇
J
N
T
O
﹈理
事
長
）

堀
信
太
郎
（
国
際
世
界
観
光
機
関

﹇
U
N
W
T
O
﹈ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
副
代
表
）

UNWTO部門賞を受賞した JTB の高橋広行代
表取締役社長（中央）と世界観光倫理委員会の
ラミー議長（右）、UNWTOのスー・ジン理事

大賞を受賞した瀬戸内国際芸術祭実行委員会の会長を務める香川
県の浜田知事（中央）を囲む JATAの田川会長（左）と日観振の
山口会長



ツアーグランプリ2015

　JATAは9月26日、「ツーリズムEXPOジャパン2015」の会場で「ツ
アーグランプリ2015」の表彰式を開催しました。ツアーグランプリは、旅
行業における企画力やマーケティング力の向上と観光立国の推進に寄与
することを目的に、海外旅行と国内・訪日旅行で最も優れた企画旅行（募
集型・受注型）を表彰しています。今年度は、国内・訪日部門から初めて選
ばれた国土交通大臣賞をはじめ、10ツアーが受賞しました。

　バリアフリー旅行というテーマで21年間ツアーを催行してきましたが、ハード面はもちろん、お客様に感
動していただくソフト面でも、観光産業だけでは成り立ちません。地域の人口の小さい町にある温泉地で
は、ヘルパーの事業所はほとんど存在せず、お客様の声に応えるために20件前後の相手先に連絡しま
す。介護保険事業ではありませんから、ツアーも実費の契約となってしまいます。「これからの社会に必要
となるお手伝いですから、ご協力をお願いします」という積み重ねを1年間繰り返して、今回の受賞となり
ました。全国の旅行会社が同様の取り組みをできるような業界・社会になって欲しいと願っています。

　このツアーでは、人と人とのふれ合いを大事にしています。一つは、現地の人 と々のふれ合いです。貧困地
域の家庭を訪問して交流したり、孤児院の子ども達と一緒に過ごすことで、日常生活の視点から現地の人々
とのふれ合いを通じた体験を大事にしています。もう一つ、お客様同士の交流も大切です。ツアーの一度きり
で終わらないように、ツアーの参加前・ツアー中・ツアーの参加後までずっとつながり、参加者と現地の人たち
とみんなで一緒に作り上げていくツアーです。今後も、より多くの人々に、現地の人たちとふれ合うことで、本当
の姿を学べるような体験を多くの方々にお届けしたいと思っています。

　JR東日本の旅行会社として、東北エリアに少しでも足を延ばして行っていただきたいという気持ちで、「東
京プラス」というツアーを海外の各市場に展開させていただきました。日本を訪れる皆さんが抱える不安を、各
国の旅行会社と話し合いながら一つずつ解決してきています。東京や関西、九州方面に行きがちな需要を
東北方面に向けるため、丁寧な優しい商品を提供できるよう心掛けてきました。自分たちの作ったツアーを直
接売ることはできませんけれども、各国の旅行会社と一つのチームとなり、それぞれの市場に良いパートナー
を得ることができたのも、私たちの力になったのではないかと考えています。

「ツアーグランプリ2015」受賞者と兼高かおる委員長（前列・
中央左）はじめ審査委員の皆さん

◎国土交通大臣賞：
国土交通大臣賞を受賞した昭和観光社の平森良典代
表取締役（左）と蝦名邦晴 観光庁次長

◎観光庁長官賞：
観光庁長官賞（海外旅行部門）
を受賞したエイチ・アイ・エス
の内田さん

◎観光庁長官賞：
観光庁長官賞（国内・訪日旅行
部門）を受賞したびゅうトラベル
サービスの戸田マネージャー

◎海外旅行部門グランプリ
　（パッケージ旅行部門）
「～インドが誇る11の世界遺産を
巡る～インドが語る壮大な物語を
紡ぐ11日間の旅」／阪急交通社

◎海外旅行部門グランプリ
　（シリーズ部門）
「韓国三十三観音聖地巡礼の
旅」／中日ツアーズ

◎海外旅行部門グランプリ
　（SIT部門）
「ヨーロッパ７カ国縦断列車の旅～ヨーロッ
パの最南端駅から最北端駅まで6000km
の鉄道紀行～12日間」／朝日旅行

◎国内・訪日旅行部門
　グランプリ
「心の翼 温泉入浴・現地ヘル
パー手配ツアー」／昭和観光
社

◎審査員特別賞
「カリブ海の真珠 キューバハイ
ライト8日間」／阪急交通社

◎審査員特別賞
「韓国旅行『新』時代 韓国文化
を極める旅」／ワールド航空
サービス

◎審査員特別賞
「シリーズ『ヨーロッパ絶景列
車』」／朝日旅行

◎審査員特別賞
「絶景、初めての隠岐西ノ島・モ
ニターツアー2日間」／読売旅
行

ツアーグランプリ2015　10ツアーを表彰
国土交通大臣賞は国内・訪日で初の昭和観光社

◎国土交通大臣賞
「心の翼　温泉入浴・現地ヘルパー手配ツアー」／昭和観光社
平森良典 代表取締役

◎観光庁長官賞（海外旅行部門）
「カンボジアの孤児院でボランティア＆アンコールワット6日間」／エイチ・アイ・エス
関東法人団体専門店事業部 エコ・スタディツアーデスク　内田裕香さん

◎観光庁長官賞（国内・訪日旅行部門）
「Eastern Japan Tokyo Rail Days（Asean市場向け） 東日本鉄道假期（台湾、香港市場向け）東京＋（Plus）」／びゅうトラベルサービス
海外旅行事業本部訪日旅行部　戸田かなえ マネージャー



要人往来
今年で第2回を迎えた「ツーリズムEXPOジャパ
ン」には、海外から141カ国・地域の約600団体・企
業が出展し、日本市場への熱い期待を示しました。
会期と前後してJATA幹部を訪問した関係者の皆
さんからもその熱意が十分に伝わってきます。

アン・バリントン アイルラ
ンド大使と中村理事長

ジェイコブ・ディー・ンカテ 
ボツワナ大使

田川会長の右にチョン・キム 韓
国文化体育観光省次官とチョン・
チャンス 韓国観光公社社長

中村理事長らと懇談するロア
ン・ハルデン 国際ゲイ＆レズ
ビアン旅行協会コミュニケー
ションズ・ダイレクター（左）

シャ・ウェイ・チュン 台湾交通部
観光局局長（左）と田川会長

アンソニー・ラウ 香港政府観光局理事長
（中央）と、ジアナ・シュウ 香港日本人旅客
手配業者協会会長（左）

ゾマホンD.C.ルフィン ベナン大使（中央、
中村理事長の左隣）

菊間副会長（右）と意見交換する
イレナ・ゲオルギエヴァ ブルガリ
ア経済・観光副大臣

エギディユス・メイルーナス リトアニア大使
（左）

ジョージ・シゲティ ハワイ観光局プレジデン
ト/CEO（田川会長の右隣）

「ツーリズムEXPOジャパン」で情報提供
アイルランド 8月25日（火）
アン・バリントン　駐日アイルランド大使
中村理事長を訪問し、「ツーリズムEXPOジャパンの期間中に観光情報
を提供したいので、協力をお願いしたい」と要請。中村理事長は、「アイ
ルランドのキルケニーが『ヨーロッパの美しい村30選』に入った機会を利
用してアピールすれば良いでしょう」と応じました。

アフリカの中でも治安が安定
ベナン 9月8日（火）
ゾマホンD.C.ルフィン　駐日ベナン大使
中村理事長を訪れ、「アフリカの中でも治安が安定している国で、日本
市場にアピールしたい」と説明。中村理事長は、「定期的に観光セミ
ナーやPRイベントを行っていけば、アフリカへのアクセスルートも増えて
いるので、効果が高まると思います」と話しました。

観光セミナーを定期的に開催
ボツワナ 8月26日（水）
ジェイコブ・ディー・ンカテ　駐日ボツワナ大使
中村理事長らを訪れ、「観光セミナーを定期的に開催し、JATAとの良
好な関係を維持したい」意向を表明。中村理事長らは、「エチオピア航
空の直行便就航で、旅行会社も南部アフリカへの関心を高めていま
す」と応えました。

伝統・民族文化が豊富
ボリビア 9月18日（金）
エリック・サアベドラ　駐日ボリビア大使
田川会長を訪問し、「伝統・民族文化が豊富なボリビアは日本人旅行
者にも興味深いデスティネーションであり、観光促進を強化したい」と
説明。田川会長は、ツーリズムEXPOジャパンへの参加に謝意を伝え、
「JATAとしても協力していきたい」と応じました。

百済歴史遺跡地区で商品開発
韓国 9月1日（火）
チョン・キム　韓国文化体育観光省次官
韓国観光公社のチョン・チャンス社長とともに田川会長を訪問し、「7月に
世界文化遺産となった百済歴史遺跡地区は日本人旅行者に訴求でき
ると考えている」と説明。田川会長は、「日韓観光交流の新しい時代に
向けて、韓国の文化や生活を学ぶツアーをつくりたい」と話しました。

リピーターに向けた商品開発が重要
ハワイ 9月2日（水）
ジョージ・シゲティ　ハワイ観光局プレジデント／CEO
田川会長を訪れ、「60％のリピーター・マーケットに向け、新たな商品開
発が重要だと考えている」と説明。田川会長は、「ホノルルだけでなく、
隣島を簡単に訪れられる環境をつくっていただくと楽しみが増えます」
と応えました。

平昌冬季五輪に向けてアピール
韓国・江原道 9月2日（水）
オ・フン・ス　観光マーケティング課海外マーケティング係長
JATA本部を訪問し、「2018年の平昌冬季五輪に向けて、K-POPや世
界遺産などで江原道をアピールしたい」考えを表明。越智事務局長は、
「スポーツ・文化・生活などのテーマで、日韓の地方間交流を推進する
ため、韓国側との連携を図りたい」と応じました。

美しい自然と街並みに郷愁
リトアニア 9月18日（金）
エギディユス・メイルーナス　駐日リトアニア大使
田川会長と意見を交わし、「美しい自然と街並みで郷愁を感じさせるリ
トアニアは、伝統的な手芸や産業も魅力だ」と説明。田川会長は、「パン
フレットなどに明るい街並みの写真を掲載し、キャッチフレーズなどでア
ピールしてください」とアドバイスしました。

相互協力で観光交流拡大を
香港 9月25日（金）
アンソニー・ラウ　香港政府観光局理事長
香港日本人旅客手配業者協会のジアナ・シュウ会長と菊間副会長を訪
れ、「日本・香港間の観光交流拡大に努めたい」意向を表明。菊間副会
長は、香港政府観光局の協力に謝意を伝えて「今後も相互協力を進
めたい」と話しました。

新しい魅力のアピールを
ブルガリア 9月25日（金）
イレナ・ゲオルギエヴァ　経済・観光副大臣
菊間副会長と懇談。「日本からの旅行者増加を図りたい」と意欲を示し
ました。「日本からの観光ルートをリフレッシュすれば、モノデスティネー
ションとして商品化できます。『美しい村』のコプリヴシティツァなどをア
ピールしてください」と菊間副会長。



ウーティアン ミャンマーホテル・観光副大臣（中央、
田川会長の右隣）デイビド・ウィタカー ブランドUSA本局CMO

LGBT旅行への理解を
国際ゲイ＆レズビアン旅行協会 9月26日（土）
ロアン・ハルデン　コミュニケーションズ・ディレクター
中村理事長を訪れて、JATA主催によるセミナー開催に謝意を伝え、
「社会的な理解が得られてない状況は日本だけではないが、ブランビ
ア京都ホテルなどが会員となっており、世界の旅行業関係者と交流し
て活動を続けたい」と説明しました。

日本人旅行者増加は民間外交の成果
中国 9月26日（土）
張西龍　中国国家観光局駐日本代表処首席代表
田川会長と懇談し、「5月の日中友好交流大会の効果が大きくなるよう
努力したい」と説明。田川会長は、「ここ4カ月で日本からの旅行者が増
えているのは民間外交の成果であり、相互に連携を深めたい」と応じま
した。

誰でも安心して旅行が可能
ジョージア 9月26日（土）
ギオルギ・チョゴヴァゼ　ジョージア政府観光局会長
菊間副会長を訪問し、「コーカサス地域の中で治安が良く、誰でも安心
して旅行することができます」とジョージアの魅力をアピール。菊間副会
長は、「交通インフラが整備され、移動がしやすくなり、日本からの旅行
者も増えるでしょう」と話しました。

政府が安全管理を強化
エジプト 9月27日（日）
イスマイル・A.ハミド・アメル　エジプト観光省ツーリズム・カウンセラー
中村理事長と懇談し、「政府が安全管理を強化しており、日本からの旅
行者拡大に努めたい」と決意を表明。中村理事長は、「エジプトへの危
険情報レベルを下げられるようリカバリープランを協力して進めたい」と
応えました。

レジャー需要回復で活性化
ミャンマー 9月26日（土）
ウーティアン　ホテル観光副大臣
田川会長を訪れ、「停滞気味のレジャー需要の回復を図り、ミャンマー
観光の活性化を図りたい」と説明。「日本では『安心安全』が重要なの
で、『ミャンマーは安全』というメッセージを伝えてください」と応えました。

2016年を「訪問の年」に
バングラデシュ 9月27日（日）
アフタブ・ウディン・サーカー　バングラデシュ国会議員
田川会長を訪問し、「2016年を『バングラデシュ訪問の年』にする予定
で、観光拡大を図りたい」と説明。「日本人旅行者の興味を惹くニュース
など新しい情報を提供して、イメージを強化してください」と話しました。

日本人旅行者の維持・増加が重要
韓国・ソウル 9月26日（土）
キム・ビョン・テ　ソウル観光公社社長
菊間副会長を訪問し、「日本からの旅行者数の維持と増加が重要と考
えている」と表明。菊間会長は、「MERSの終息宣言が出たら積極的に
アピールすれば、以前のレベルに戻るでしょう」と応じました。

日本市場への新しいアプローチを
オーストラリア 9月27日（日）
カレン・ホルバート　オーストラリア政府観光局エグゼクティブ・ジェネラル・マネージャー
田川会長らを訪れ、日本における観光PRについてアドバイスを要請。田
川会長は、「オーストラリアの文化や日常生活の体験など、日本市場へ
の新しいアプローチが必要です」と応えました。

若者の国際交流プロジェクト活性化を
ブランドUSA 9月26日（土）
デイビド・ウィタカー　ブランドUSA本局CMO
田川会長を訪れ、「ゲートウェイ以遠の訪問地対策で日米双方の知恵
を出し合い、若者の国際交流プロジェクトを活性化したい」と説明。田
川会長は、「修学旅行を含めて協議したい」と応えました。

来年2月に新しい台北空港が開業
台湾 9月28日（月）
シャ・ウェイ・チュン　台湾交通部観光局局長
田川会長らを訪問し、「11月に日本全国で台湾を紹介するCMが放送
され、来年2月には新しい台北空港が開業します」と説明。田川会長は、
「台湾の魅力に惹かれる日本人が多く、人気があります」と応じました。

ウェールズ首席大臣へ認定証　
コンウィが「美しい村30選」に
駐日英国大使館の大使公邸で9月10日、ウェールズ政府のカーウィン・
ジョーンズ首席大臣が来日したのを記念してティム・ヒッチンズ駐日英国

大使主催のレセプションが開催され、席
上、JATAの菊間潤吾副会長からジョー
ンズ首席大臣に、Team EUROPE観光
促進協議会の「美しい村30選」に入った
コンウィの認定証が贈られました（写真）。
　ジョーンズ首席大臣は、「今回の選定を
機に、ウェールズ全体を盛り上げていただ
き、多くの日本人旅行者にコンウィを訪れ
てほしい」と語っています。

ジョーンズ首席大臣（左）に認定
証を贈る菊間副会長

中村理事長と握手を交わ
すイスマイル・A.ハミド・ア
メル エジプト観光省ツー
リズム・カウンセラー

アフタブ・ウディン・サー
カー バングラデシュ国会
議員（中央、田川会長の右
隣）

カレン・ホルバート オーストラリ
ア政府観光局エグゼクティブ・
ジェネラル・マネージャー（右）

キム・ビョン・テ 韓国・ソウ
ル観光公社社長（中央）

オ・フン・ス 韓国江原道観
光マーケティング課 海外
マーケティング係長

エリック・サアベドラ ボリビ
ア大使

張西龍 中国国家観光局駐日本代表処首席代表（前列、田川会
長の右隣）

ギオルギ・チョゴヴァゼ ジョージ
ア政府観光局会長（左）



ツーリズム・プロフェッショナル・セミナー

業
界
関
係
者
を
対
象
に
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー

L
G
B
T
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、広
報
対
応
ま
で

　
J
A
T
A
は「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ン
2
0
1
5
」期
間
中
の
9
月
25
日
、旅
行
業
界

関
係
者
を
対
象
に
多
様
な
テ
ー
マ
で
最
新
情
報

を
紹
介
す
る
業
界
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

L
G
B
T
市
場
が
重
要
な

セ
グ
メ
ン
ト
に

　
J
A
T
A
が
主
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー「
L
G
B
T

の
旅
行
市
場
に
つい
て
」で
は
、国
際
ゲ
イ・レ
ズ

ビ
ア
ン
旅
行
協
会（
I
G
L
T
A
）本
部
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
部
長
の
ロ
ア
ン・ハ
ル
デ
ン
氏
が
講

演
し
、米
国
内
だ
け
で
1
年
間
の
市
場
規
模

が
7
5
0
億
〜
1
0
0
0
億
ド
ル
に
達
す
る

L
G
B
T
市
場
につい
て
、旅
行
業
界
に
とって
極

め
て
重
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

国
連
世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）に

よ
る
と
、旅
行
業
界
だ
け
に
限
ら
ず
、世
界
経

済
全
体
に
占
め
る
L
G
B
T
市
場
の
位
置
づ

け
も
高
ま
っ
て
お
り
、2
0
1
4
年
の
国
際
旅

行
市
場
に
お
け
る
L
G
B
T
の
到
着
旅
行
者

数
は
11
億
3
3
0
0
万
人
、そ
の
消
費
額
は

2
0
0
0
億
ド
ル
に
及
ぶ
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、世
界
経
済
の
減
速
傾
向
が
続
く
中
で
、

L
G
B
T
旅
行
者
の
旅
行
頻
度
や
旅
行
支
出
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、ハル
デ
ン
氏
は
、「
そ
の
需
要
の

底
堅
さ
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
と
同
時
に
、一旦
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
認
め
た
場
合
に
は
、長
期
に
わ
たっ

て
リ
ピ
ー
タ
ー

化
す
る
と
い

う
需
要
特
性

も
、L
G
B
T

旅
行
者
の
存

在
を
貴
重
な

も
の
に
し
て
い

る
」と
強
調
し

ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始
へ

対
応

　

ま
た
、来
年
1
月
か
ら
社
会
保
障
や
税
金
な

ど
で
利
用
が
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ンバ
ー
に
つい
て

も
、J
A
T
A
の
主
催
に
よ
り「
マ
イ
ナ
ンバ
ー
対

応
準
備 

こ
れ
を
やって
い
な
い
と
N
G
〜
初
回
収

集
だ
け
で
は
済
ま
な
い
落
と
し
穴
」と
題
す
る
セ

ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、企
業
に
お
け
る
準
備
と
し
て
、

⑴
関
係
組
織
の
メ
ンバ
ー
を
含
め
た
横
断
的
な
プ

ロ
ジェク
ト
を
通
じ
た
進
め
方
の
決
定
、⑵
対
応
ス

ケ
ジュー
ル
の
作
成
、⑶
影
響
業
務
や
シ
ス
テ
ム
の

洗
い
出
し
、⑷
マ
イ
ナ
ンバ
ー
導
入
後
の
影
響
範
囲

の
明
確
化
、⑸
課
題
の
抽
出
と
対
応
策
の
検
討
、

な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
、扱
い
を
誤
っ
た
り
不
正
に

扱
った
り
す
る
と
実
刑
や
罰
金
の
刑
罰
に
処
せ
ら

れ
る
な
ど
、個
人
情
報
と
比
べ
て
厳
し
さ
が
強
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
順
守
し
た
対

応
の
実
現
が
重
要
と
な
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
頼
ら
れ
る

広
報
担
当
に

　

J
A
T
A
広
報
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー「
こ
ん
な
ネ
タ
が
ニュー
ス
に
な
る
！
〜
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
や
す
い
P
R（
広
報
）〜
」で

は
、テ
レ
ビ
東
京「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
」の
阿
部
将
樹
デ
ス
ク
が
講
師
を
務
め
、「
独
自

の
切
り
口
を
提
示
す
る
こ
と
が
番
組
の
コン
セ
プ

ト
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

阿
部
デ
ス
ク
は
、番
組
で
取
り
上
げ
た
く
な
る

ニュー
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、⑴
本
来
の
ニュー
ス

バ
リ
ュー
、⑵
映
像
と
し
て
の
面
白
さ
、⑶
意
外
な

影
響
や
広
が
り
、⑷
関
心
を
呼
び
や
す
い
分
野
、

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、メ
デ
ィ
ア
が
頼
り
た
く
な
る
広
報
担

当
者
の
特
性
と
し
て
、⑴
ト
ッ
プ
に
近
く
経
営
の一

環
と
し
て
広
報
戦
略
を
構
築
で
き
る
、⑵
社
内
の

論
理
か
ら
離
れ
て
会
社
を
客
観
視
で
き
る
、⑶
営

業
部
門・店
舗
な
ど
現
場
と
のコ
ミュニ
ケ
ー
ション

が
良
好
、な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

「
T
e
a
m 

E
U
R
O
P
E
美

し
い
村
３
０
選
」地
域
の
魅
力
を

紹
介

　

ま
た
、今
年
6
月
に「
美
し
い
村
30
選
」を
発

表
し
た
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロッパ
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光

素
材
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
、展
示
会
場
の

ブ
ー
ス
で
業
界
向
け
に
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

「
ギ
ョル
ヤ
ス
周
辺
と
ト
ル
コ『
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
』の

魅
力
」（
ト
ルコ
大
使
館・文
化
広
報
参
事
官
室
）、

「
コン
ウ
ィ
と
英
国
ウェー
ル
ズ
地
方
の
魅
力
」（
コ

ン
ウ
ィ
行
政
区
観
光・コ
ミ
ュニ
テ
ィ・公
共
交
通

局
）、「
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
魅
力
」（
ビ

ジッ
ト
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、「
サ
ン
シ
ル
ラ
ポ
ピ
ー
と
リ

ク
ヴ
ィ
ル
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
魅
力
」（
フ
ラ
ン
ス
観
光

開
発
機
構
）を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を

行
った
ほ
か
、写
真
家
の
若
月
伸一氏
が
美
し
い
村

を
商
品
化
す
る
に
当
たって
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に

つい
て
講
演
し
て
い
ま
す
。

チームヨーロッパ・ブースでの「美しい村」プレゼンテーション

ワールドビジネスサテライト・阿部デ
スクによる広報セミナー

LGBTの旅行市場について説明するハルデン部長



委員会・支部活動報告

旅
行
業
界
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
に

一
般
紙
・
経
済
誌
の
編
集
責
任
者
ら
と
懇
談
会

　

J
A
T
A
広
報
委
員
会
は
9
月
15
日
、東
京・

霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
、一般
紙・経
済

誌
の
論
説・編
集
委
員
や
編
集
責
任
者
と
の
記
者

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
15
紙
誌
か
ら
23
人
が
参
加
し
た
懇
談
会
で
は
、

田
川
博
己
会
長
が「
ツ
ー
ウェイ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
重
要
性
と
旅
行
会
社
の
役
割
」を
テ
ー
マ
に
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
後
、国
内
旅
行
推
進
委
員
長

を
務
め
る
戸
川
和
良
副
会
長
が
国
内
旅
行
の
現

状
と
課
題
に
つい
て
、訪
日
旅
行
推
進
委
員
長
を

務
め
る
丸
尾
和
明
副
会
長
が
訪
日
旅
行
の
現
状

と
課
題
に
つい
て
、そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、6
月
に
発
表
し
た
海
外・国
内・訪
日
の
政

策
提
言
な
ど
、J
A
T
A
の
取
り
組
み
に
つい
て

も
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
か
ら
は
、「
業
界
で
は
常
識
で
も
、わ

れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、分
か
り
や
す

い
説
明
や
資
料
を
通
じ
、旅
行
業
界
に
つい
て
理

解
で
き
た
」と
いった
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
で
は
今
後
も
、旅
行
業
界
への
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
す
。

9
月
1
日　

第
2
回
訪
日
旅
行
委
員
会
を
開

催
。

9
月
8
日　

海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
/
勉
強
会
）を
北
見
市
で
開
催
。

9
月
9
日　

海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
/
勉
強
会
）を
旭
川
市
で
開
催
。

10
月
8
日　

海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
/
勉
強
会
）を
函
館
市
で
開
催
。

10
月
9
日　

海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー（
地
域
セ
ミ

ナ
ー
/
勉
強
会
）を
札
幌
市
で
開
催
。

10
月
9
日
〜
10
日　
「
海
外
旅
行
フ
ェ
ア

2
0
1
5
i
n
チ・カ・ホ（
札
幌
地
下
歩
行
空

間
）」を
開
催
。

10
月
15
日　
幹
事
会
を
開
催
。

9
月
11
日　
総
務
委
員
会
を
開
催
。

9
月
25
日　
幹
事
会
を
開
催
。

9
月
30
日　

L
A
D
Y 

J
A
T
A
委
員
会
を

開
催
。

10
月
1
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド
委
員
会
を
開
催
。

10
月
15
日　
幹
事
会
を
開
催
。

8
月
27
日　

関
西
か
ら
の
海
外
教
育
旅
行
と

語
学
研
修
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
。関
西
2
府
4
県
の
高
校・大
学
の
教
職
員
、

J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社
ス
タ
ッフ
を
対
象
に

ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニア
の
観
光
局
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
、

ワ
ー
ク
ショップ
を
実
施
。

9
月
3
日　

現
場
の
た
め
の
旅
行
契
約
の
基
礎

知
識
講
座
を
開
催
。

9
月
14
日　

第
2
回
海
外
旅
行
委
員
会・第
3

回
広
島
地
区
委
員
会
合
同
委
員
会
を
開
催
。

9
月
24
日　

第
2
回
幹
事
会
i
n
東
京
を
開

催
。

10
月
3
日
〜
4
日　

広
島
地
区
委
員
会・イ
ベン

ト
広
報
委
員
会・海
外
旅
行
委
員
会
を
合
同
開

催
。

10
月
6
日　

岡
山
空
港
で
C
I
Q
研
修
を
実

施
。

10
月
8
日　

松
山
空
港
で
C
I
Q
研
修
を
実

施
。

9
月
1
日　
実
務
委
員
会
を
開
催
。

9
月
4
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

9
月
9
日
〜
10
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
を
別

府
市
で
開
催
。

10
月
3
日　

第
3
回
寺
子
屋
J
A
T
A
を
開

催
。

10
月
7
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

10
月
10
日　
「
若
者
よ
、も
っ
と
！
海
外
へ
」海
外

旅
行
企
画
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
最
終
審
査
会
を
開

催
。

10
月
17
日　

平
成
27
年
度
ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

（
C
C
コ
ー
ス
）を
開
催
。

10
月
19
日　
実
務
委
員
会
を
開
催
。

9
月
17
日　
教
育
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

9
月
18
日　
幹
事
会
を
開
催
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部
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今
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の
テ
ー
マ
：
添
乗
員
の
同
行
し
な
い
ツ
ア
ー

で
の
企
画
旅
行
会
社
の
旅
程
管
理
責
任

監
修
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生
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海
外
企
画
商
品
で
も
最
近
多
く
な
っ
た
添
乗
員
の
同
行
し
な
い

ツ
ア
ー
。当
協
会
へ
も
こ
の
種
の
ツ
ア
ー
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
出
が

増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
多
く
は
旅
行
者
事
由
の
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、今
回
は
添
乗
員
の
同
行
し
な
い
ツ
ア
ー
で
の
企
画
旅
行

会
社
の
旅
程
管
理
責
任
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
出
内
容
は
こ
う
で
す

　

60
代
後
半
の
老
夫
婦
が
店
舗
で
香
港
行
き
の
募
集
型
企
画
旅

行
に
申
し
込
ん
だ
。中
国
系
航
空
会
社
の
上
海
乗
継
便
を
利
用
す

る
、添
乗
員
が
同
行
し
な
い
、安
いツ
ア
ー
だった
。乗
継
ぎ
は
、上
海

で一旦
全
員
が
降
機
し
、入
国
手
続
き
後
、同
じ
航
空
機
に
戻
る
も

の
だっ
た
。（
受
託
手
荷
物
は
目
的
地
ま
で
ス
ル
ー
。）海
外
渡
航
の

経
験
が
少
な
く
、乗
継
ぎ
を
不
安
に
思
う
二
人
に
店
舗
の
担
当
者

は
、航
空
会
社
の
職
員
の
指
示
に
従
って
行
け
ば
大
丈
夫
で
す
、香

港
に
着
け
ば
ガ
イ
ド
が
待
って
い
ま
す
か
ら
と
案
内
し
た
。事
前
に

空
港
見
取
図
は
も
らって
い
た
が
、案
の
定
、上
海
空
港
で
の
乗
継

ぎ
時
二
人
は
迷
子
に
な
り
、便
の
出
発
に
間
に
合
わ
な
かった
た
め

目
的
地
に
行
け
ず
、あ
き
ら
め
て
そ
の
ま
ま
帰
国
と
なった
。

 

日
本
語
の
わ
か
る
中
国
人
に
助
け
て
も
ら
い
、何
と
か
帰
り
の
航

空
券
を
購
入
し
た
が
、大
変
な
思
い
を
し
て
帰
国
し
た
。帰
着
後

旅
行
会
社
に
二
人
は
、上
海
で
の
乗
継
ぎ
に
は
案
内
人
を
付
け
る

べ
き
で
あ
った
し
、そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、航
空
会
社
の
配

布
す
る
上
海
乗
継
案
内
書
面
を
事
前
に
渡
す
べ
き
だ
。旅
行
代
金

と
現
地
購
入
の
航
空
券
代
金
7・2
万
円
、出
発
空
港
ま
で
の
交

通
費
、旅
行
保
険
代
を
返
金
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た
。

解
決
の
指
針

　

旅
行
業
法
で
は
、第
12
条
の
10
で
企
画
旅
行
に
お
い
て
企
画
旅

行
会
社
に
旅
行
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
義
務
を
定
め
て
お
り
、そ
の
措
置
の
内
容
に
つい
て
は
同

施
行
規
則
第
32
条
の
第
1
項
の一か
ら
四
号
に「
旅
程
管
理
の
た
め

の
措
置
」と
し
て
規
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
①
出
発
前
の
航

空
券
や
J
R
、ホ
テ
ル
の
予
約
な
ど
の
手
配
、②
航
空
機
への
搭
乗

手
続
き
や
現
地
ホ
テ
ル
で
の
チェッ
ク
イ
ン
手
続
き
な
ど
、③
旅
行

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
の
代
替
手
配
な
ど
、④
集
合
時
間・

場
所
の
案
内
は
じ
め
旅
券
の
必
要
残
存
有
効
期
限
な
ど
旅
行
に

必
要
な
情
報
提
供
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。海
外
企
画
旅
行
で
は
こ

の
四
項
目
全
て
に
お
い
て
、企
画
旅
行
会
社
が
旅
程
管
理
の
た
め
の

措
置
を
講
じ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
旅
程
管
理
の
た
め
の
措
置
は
必
ず
し
も
添
乗
員
が
そ
の

全
て
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い（
平
成
17
年
通
達
、施
行
要
領
：

国
総
旅
振
第
3
8
6
号
、第
13
、1
）こ
と
か
ら
、添
乗
員
が
同
行

し
な
い
代
わ
り
に
、乗
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
空
港
案
内
図
な
ど
も

使
って
、何
ら
か
の
形
で「
乗
継
ぎ
方
法
」を
案
内
し
て
あ
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
がって
、今
回
も
事
前
に「
乗
継
ぎ
方
法
」を
記
載
し
た
上

海
空
港
で
の「
乗
継
案
内
図
」を
渡
し
て
あ
れ
ば
、こ
の
措
置
を
講

じ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、単
な
る
空
港
見
取
図
の
み
で

「
乗
継
ぎ
方
法
」に
つい
て
の
説
明
が
な
か
っ
た
り
、渡
さ
れ
る
書

面
が
現
地
語
で
の
案
内
で
あ
っ
た
り
し
た
の
な
ら
、場
合
に
よって

は
、企
画
旅
行
会
社
の
旅
程
管
理
義
務
違
反
と
し
て
損
害
賠
償
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
事
案
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

●
補
足

　
な
お
、販
売
店
が
乗
継
ぎ
の
不
安
を
訴
え
る
旅
行
者
に
対
し
て
、

こ
の
よ
う
な
海
外
空
港
で
の
途
中
乗
継
ぎ
の
あ
る
添
乗
員
な
し
の
ツ

ア
ー
を
案
内
し
た
こ
と
に
問
題
は
な
かった
で
し
ょ
う
か
。添
乗
員
が

同
行
し
な
い
、つ
ま
り
は
諸
手
続
き
を
自
分
で
行
う
ツ
ア
ー
で
あ
る
こ

と
を
旅
行
条
件
書
面
に
記
載
す
る
だ
け
で
な
く
、店
頭
で
も一言
説

明
を
加
え
て
い
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
苦
情
に
は
発
展
し
な
かった
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。旅
行
業
法
の
規
定
と
は
別
に
、旅
の
専
門
家
と
し

て
旅
行
会
社
に
は
、民
事
上
、旅
行
者
の
信
頼
に
応
え
る
信
義
則
上

の
説
明
義
務
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、ネ
ッ
ト
や
電
話
で
の
申
込
み
の
よ
う
な
非
対
面
販
売
に
お

い
て
は
な
お
さ
ら
、今
度
は
そ
の「
表
示
」の
中
で
、こ
の
あ
た
り
の
配

慮・工
夫
を
す
る
こ
と
が
苦
情
を
減
ら
す
こ
と
につ
な
が
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、販
売
店
が
も
し
渡
す
べ
き
乗
継
ぎ
案
内
を
渡
し
忘
れ

て
い
た
場
合
や
信
義
則
上
の
説
明
義
務
を
怠
っ
た
場
合
、言
う
ま

で
も
な
く
、こ
れ
は
企
画
旅
行
会
社
の
責
任
と
な
る
こ
と
を
弁
え

て
お
く
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　三
浦
雅
生
）

第
36
回 

そ
ん
な
こ
と
、

何
処
に
書
い
て
あ
る
ん
だ
！

法務の窓口
　
最
近
、「
そ
ん
な
こ
と
何
処
に
書
い
て
あ
る
ん
だ
。」
と
い
う

お
客
さ
ま
の
声
を
聞
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
声
を
聞
く
に
つ
け
、

日
本
人
の
契
約
意
識
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

Entire A
greem

ent 

と
い
う
考
え
方

　

英
米
法
に
基
づ
く
契
約
の
場
合
、
契
約
書
に
「Entire 

A
greem

ent

」
と
い
う
条
項
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
は
、「
完

全
な
合
意
」
と
訳
さ
れ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
要
は
「
こ
の
契
約
書
に
書
か
れ
た
も
の
が
合
意
内
容
の
総

て
で
あ
る
。」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
同
時
に
「
契
約
書
に
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
口
頭
に
よ
る
約
束
な
ど
に
は
当
事

者
は
拘
束
さ
れ
な
い
。」
と
い
う
意
味
に
も
な
り
ま
す
。
最
近

の
お
客
様
の
「
何
処
に
書
い
て
あ
る
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
は
、

Entire A
greem

ent

の
考
え
方
と
同
一
の
方
向
に
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
に
は
契
約
の
解
釈
に
お
い
て
「
信
義
誠
実
の
原

則
（
＝
信
義
則
）」
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
取
引

の
目
的
を
実
現
す
る
の
に
必
要
な
事
項
は
契
約
書
類
に
記
載
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、「
お
互
い
に
不
明
な
点
を
確
認
し
合
う
な

ど
し
て
相
手
の
期
待
に
沿
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
も
の
で
す
。
旅
行
取
引
で
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
国
際
航

空
券
の
申
し
込
み
を
受
け
た
以
上
、
そ
の
航
空
券
で
入
国
し
た

り
、
乗
り
継
い
だ
り
、
ス
ト
ッ
プ
・
オ
ー
バ
ー
す
る
国
で
査
証

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
旅
券
の
残
存
有
効
期
間
が
足
り
て
い

る
の
か
な
ど
は
、
旅
行
者
か
ら
い
ち
い
ち
聞
か
れ
な
く
て
も
教

え
て
く
れ
て
当
然
だ
ろ
う
、と
い
う
主
張
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

消
費
者
と
事
業
者
と
の
関
係
で
は
、
契
約
書
類
に
記
載
さ
れ
た

当
事
者
間
の
権
利・義
務
は
も
と
よ
り
、消
費
者
が
内
心
で
持
っ

て
い
る
期
待
に
沿
う
こ
と
が
事
業
者
の
当
然
の
義
務
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
旅
行
者
と
旅
行
業
者
と
の

間
に
明
確
な
取
り
決
め
が
無
い
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
旅
行
者

の
主
張
が
裁
判
で
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
か
は
実
際
に
争
っ

て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
消
費
者
は
、
自
分

の
負
担
に
つ
い
て
は
「
何
処
に
書
い
て
あ
る
ん
だ
」
と
契
約
書

類
上
の
根
拠
を
求
め
る
一
方
で
、
自
分
が
受
け
る
利
益
に
つ
い

て
は
「
書
い
て
な
く
て
も
や
っ
て
く
れ
て
当
然
」
と
上
手
に
使

い
分
け
を
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

取
引
条
件
説
明
書
面
で
契
約
内
容
の
曖
昧
さ
を
排
除

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
趨
勢
の
中
で
、
特
に
旅
行
の
よ
う
な

〝
契
約
〞
を
売
る
商
売
で
は
、「
信
義
則
」
の
よ
う
に
当
事
者
の

期
待
の
持
ち
方
で
そ
の
内
容
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
曖
昧
な

部
分
を
極
力
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
を

挙
げ
れ
ば
、
国
際
航
空
券
の
手
配
を
手
配
旅
行
契
約
で
引
き
受

け
る
場
合
の
取
引
条
件
説
明
書
面
に
、「
お
客
様
が
当
社
で
お

求
め
の
航
空
券
で
旅
行
す
る
際
に
必
要
な
旅
券
の
残
存
有
効
期

間
、
訪
問
先
国
、
航
空
機
を
乗
継
ぐ
国
、
航
空
機
が
経
由
す
る

国
で
の
査
証
の
要
否
、
必
要
な
場
合
の
査
証
の
種
類
及
び
必
要

な
予
防
接
種
の
種
類
は
お
客
様
自
身
で
お
調
べ
の
う
え
、
必
要

な
手
続
を
お
客
様
自
身
の
責
任
で
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

明
確
に
記
載
し
て
お
き
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
当
社
は
、
お
客

様
か
ら
ご
依
頼
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
別
途
渡
航

手
続
代
行
契
約
に
基
づ
き
有
償
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。」
と
書
き
添
え
る
こ
と
で
、
お
客
様
か
ら
個
別
の
依
頼
が

な
け
れ
ば
、
お
客
様
と
旅
行
業
者
と
の
間
で
「
必
要
な
渡
航
手

続
は
、
お
客
様
自
身
で
確
認
し
手
続
を
進
め
る
。」
と
い
う
約

定
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
、「
旅
券
の
残
存
有
効
期
間
の
確
認
、

査
証
の
要
否
等
の
案
内
を
す
る
こ
と
が
信
義
則
上
の
義
務
か
ど

う
か
」
と
い
う
議
論
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
旅
行
契
約
の
内
容
は
、
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
業
者
が
独

自
に
作
成
す
る
も
の
で
す
が
、
旅
行
契
約
の
場
合
は
旅
行
業
法

に
基
づ
い
て
標
準
旅
行
業
約
款
が
公
示
さ
れ
多
く
の
旅
行
業
者

が
こ
の
約
款
と
同
じ
内
容
の
旅
行
業
約
款
を
定
め
て
使
用
し
た

り
、
取
引
条
件
説
明
書
面
に
つ
い
て
も
行
政
通
達
に
基
づ
い
て

記
載
の
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
と
も
す
れ

ば
旅
行
者
と
の
契
約
は
自
分
で
作
る
も
の
と
い
う
意
識
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
す
。
旅
行
業
者
が
ど
の
範
囲
ま
で
の
仕
事
を
引

き
受
け
る
か
は
、
旅
行
業
法
や
旅
行
業
約
款
の
規
定
に
反
し
な

い
範
囲
で
取
引
条
件
説
明
書
面
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
旅
行
契

約
の
内
容
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
旅
行
業

者
は
、
こ
れ
を
利
用
し

て
旅
行
者
と
旅
行
業
者

と
の
間
の
責
任
が
明
確

に
な
る
よ
う
な
工
夫
を

す
べ
き
で
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
（
平
石
）



高
齢
者
の
旅
行
が
増
加
す
る
中
で
、健

康
管
理
の
世
話
を
す
る
看
護
師
が
旅
に

添
乗
す
る
ケ
ー
ス
が
、少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
と
い
う
。添
乗
看
護
師
は
、ど
ん
な

仕
事
を
す
る
人
た
ち
な
の
か
、看
護
師

専
門
の
派
遣
会
社
、ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ナ
ー

ス
の
清
水
美
紀
代
表
取
締
役
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

●
旅
行
添
乗
す
る
看
護
師
の
登
場

看
護
師
が
旅
行
に
添
乗
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
約
15
〜
20
年
前
。派
遣
会
社
の
誕
生

は
、と
あ
る
旅
行
会
社
が
知
り
合
い
の
看
護

師
に
頼
ん
だ
際
に
事
故
が
起
き
、補
償
問

題
が
浮
上
し
た
た
め
と
聞
い
て
い
ま
す
。看

護
師
の
手
配
業
務
は一般
の
派
遣
会
社
も
行

い
ま
す
が
、添
乗
看
護
師
に
特
化
す
る
会

社
は
珍
し
く
、現
在
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ナ
ー
ス

は
全
登
録
看
護
師
の
う
ち
、1
0
0
0
人

が
添
乗
で
き
る
体
制
で
す
。

●
安
心
で
き
る
看
護
師
さ
ん
？

添
乗
看
護
師
は
、看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
資
格
を
有
し
、病
院
で
全
般
的
な
臨
床

経
験
を
3
年
以
上
積
ん
で
い
ま
す
。基
本

的
に
自
力
で
旅
行
で
き
る
人
に
付
き
添
い

ま
す
が
、現
地
で
は
何
が
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。臨
床
経
験
の
乏
し
い
人
や
ペ
ー

パ
ー
ナ
ー
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
旅
行
中
の
お
客
様
対
応
、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
ス
キ
ル
、場
の
空
気
を
読
む
力
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・マ
イ
ン
ド
も
兼
ね
備
え
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。マニュア
ル
に
沿
っ

て
事
前
に
学
習
を
し
て
も
らって
い
ま
す
。 

●
修
学
旅
行
の
需
要
以
外
に
も

海
外
添
乗
は
通
常
、国
内
で
６
回
程
度
の

経
験
を
積
ん
で
か
ら
の
デ
ビュー
と
な
り
ま

す
。

最
も
多
い
依
頼
は
国
内
も
海
外
も
修
学

旅
行
。全
体
で
年
間
数
千
件
の
添
乗
業
務

が
あ
り
ま
す
が
、海
外
は
１
〜
２
割
。1
か

月
間
の
海
外
留
学
や
、短
期
の
海
外
研
修

も
多
い
で
す
。行
先
は
安
全
安
心
で
治
安

の
い
い
国
。東
南
ア
ジ
ア
が
多
く
マ
レ
ー
シ

ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
、台

湾
、ほ
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニュー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、グ
ア
ム
、ハ
ワ
イ
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
な

ど
の
依
頼
も
多
く
受
け
ま
す
。

●
旅
行
中
の
お
役
立
ち
場
面

添
乗
業
務
に
出
る
際
、医
薬
品（
内
服
薬

や
医
療
機
器
な
ど
）は
、看
護
師
自
身
は

持
参
し
ま
せ
ん
。看
護
師
は
、医
師
の
指

示
が
な
け
れ
ば
医
療
行
為
を
行
え
な
い
た

め
、病
気
の
対
処
で
は
な
く
、お
客
様
が
突

然
体
調
不
良
を
起
こ
さ
れ
た
際
の
心
身
の

ケ
ア
が
主
に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、食

べ
物
が
合
わ
な
い
、お
腹
を
壊
し
た
、車
酔

い
、時
差
ボ
ケ
、メ
ン
タ
ル
面
で
の
お
世
話
な

ど
。

ケ
ガ
の
際
は
、止
血
な
ど
の
応
急
手
当
は
行

い
ま
す
。患
部
は
も
と
よ
り
全
身
状
態
も

観
察
し
、何
を
す
れ
ば
悪
化
を
防
げ
る
か

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

そ
し
て
最
も
大
事
な
の
は
、症
状
を
見
極

め
て
病
院
で
の
受
診
が
必
要
か
ど
う
か
、

旅
行
の
続
行
が
可
能
か
、持
参
薬
を
飲
む

べ
き
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

病
院
で
の
処
方
薬
を
別
の
人
に
勧
め
て
い

る
場
合
に
、注
意
を
促
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま
た
導
尿
や
吸
引
な
ど
特
殊
な
ケ
ー

ス
は
、医
師
か
ら
の
指
示
書
が
あ
れ
ば
旅

行
中
の
医
的
な
対
応
に
手
を
貸
す
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、現
場
で
看
護
師
が
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、体
調
不
良

を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
に
声
か
け
を
し
た

り
、お
体
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

添
乗
看
護
師
が
同
行
す
る
こ
と
で
、安
心

し
て
旅
行
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
が

最
大
の
利
点
で
す
。

●
分
か
っ
て
も
ら
い
づ
ら
い
こ
と

看
護
師
だ
け
で
行
え
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
と
伝
え
て
も
、理
解
さ
れ
ず
に
医
療

行
為
を
求
め
ら
れ
た
り
、ま
た
旅
行
業
務

の
お
手
伝
い
を
お
願
い
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。看
護
師
は
診
断
名
を
言

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、あ
く
ま
で

も
業
務
に
は
制
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
て
お
い
て
い
た
だ
け
ま
す
と
助
か

り
ま
す
。

添乗員のための旅行医学 VOL.80

「添乗看護師」の仕事・役割とは



JATA Tourism EXPO Japan 2015／International Tourism Forum

◆Note 1. The figures for Jan.-Nov.2014 are provisional, while ＊ stands for the preliminary figures estimated by JNTO.
◆Note 2. Provisional and definitive figures for Visitor Arrivals are compiled by JNTO (source: Ministry of Justice), and 
provisional and definitive figures for Japanese Overseas Travelers are provided by the Ministry of Justice.

◆Note 3. The figures in ( ) represent the number of tourists among the total.

2015 Visitor Arrivals & Japanese Overseas Travelers （Unit: Persons）

Visitor Arrivals Japanese Overseas Travelers 
Month 2014 2015 Change % 2014 2015 Change %

1
Jan.

944,009 
(730,519) 1,218,393 29.1

(33.9) 1,253,404 1,235,612 －1.4

2
Feb.

880,020 
(688,902) 1,386,982 57.6

(75.2) 1,404,873 1,257,154 －10.5

3
Mar.

1,050,559 
(802,434) 1,525,879 45.2

(54.1) 1,596,751 1,534,026 －3.9

4
Apr.

1,231,471 
(1,020,474) 1,764,691 43.3 1,189,132 1,144,833 －3.7

5
May.

1,097,211 
(892,577) 1,641,734 49.6 1,280,765 1,262,103 －1.5

6
Jun.

1,055,273 
(866,883) 1,602,198 51.8 1,289,029 1,190,805 －7.6

7
Jul.

1,270,048 
(1,080,552) ＊1,918,400 ＊51.0 1,414,912 1,309,956 －7.4

8
Aug.

1,109,569 
(903,919) ＊1,817,100 ＊63.8 1,783,127 ＊1648,000 ＊－7.6

9
Sep.

1,099,102 
(846,241) 1,520,863

10
Oct.

1,271,705 
(1,029,922) 1,417,766

11
Nov.

1,168,427 
(943,831) 1,355,246

12
Dec.

1,236,073 
(1,074,350) 1,397,520

1～8
Jan.-Aug.

8,638,160
(6,986,260) ＊12,875,400 ＊49.1 11,211,933 ＊10,582,500 ＊－5.6

1～12
Jan.-Dec.

13,413,467
(10,880,604) 16,903,388

Asia Travel Mrket Analysis 2015 
Session



Fostering Culture and Tourism for the Year 
2020

JATA Tourism Expo Japan

A reenactment of the Nebuta Festival by Aomori Prefecture



A ‘Step Year’ for JATA Tourism Expo Japan

Tourism and Culture Have the Power to Build 
the Foundation for World Peace

JATA Tourism EXPO Japan 2015

The keynote symposium follows Lamy's keynote address



事務局
便り

10月20日 ニューディスティネーションセミナー（キプロス）／海外旅行推進
委員会

10月20日～23日 総合・国内旅程管理研修（東京）／研修・試験委員会
10月21日 苦情対応セミナー（福岡）／業務改善委員会
10月21日 クルーズ販売セミナー（横浜）／海外旅行推進委員会
10月22日 三浦ゼミクレーム対応講座／中部支部
10月22日 苦情対応セミナー（宮崎）／業務改善委員会

10月23日～24日 第2回ＪＡＴＡの道（福島県相馬市・新地コース）／社会貢献委
員会

10月24日 自然環境保全活動「藤前干潟クリーン大作戦」／中部支部
10月27日 苦情対応セミナー（東京Ａ）／業務改善委員会
10月29日 ビジネスジェットセミナー／海外旅行推進委員会
10月29日 苦情対応セミナー（札幌）／業務改善委員会
10月30日 津木弁護士による初心者向け苦情セミナー／業務改善委員会
11月9日～12日 総合・国内旅程管理研修（仙台）／研修・試験委員会
11月16日 苦情対応セミナー（仙台）／業務改善委員会
11月17日～18日 和歌山実地踏査／国内旅行推進委員会
11月17日～20日 総合・国内旅程管理研修（東京・福岡）／研修・試験委員会
11月18日 苦情対応セミナー（静岡）／業務改善委員会
11月19日 苦情対応セミナー（名古屋）／業務改善委員会
11月20日 苦情対応セミナー（金沢）／業務改善委員会
11月23日 「日インドネシア文化経済観光交流団」交流の夕べ
11月24日～27日 総合・国内旅程管理研修（名古屋・大阪）／研修・試験委員会

●JATA業務予定表  10月20日（火）～12月31日（木）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。10月21日 総務・消費者相談委員会／中部支部

10月21日 消費者相談委員会／九州支部
10月22日 ＶＷ事業推進特別委員会／本部
10月23日 空港委員会／中部支部
10月23日 消費者相談委員会／関西支部
10月24日～
26日 海外旅行委員会（マカオ）／関東支部

10月27日 インバウンド委員会／東北支部
11月9日 研修・試験委員会／本部
11月11日 海外旅行委員会／中部支部
11月12日 国内旅行推進委員会／本部
11月12日 国内旅行委員会／関東支部
11月12日 国内（訪日）旅行・地域振興委員会／中部支部
11月17日 研修委員会／中部支部
11月18日 海外旅行推進委員会／本部
11月22日 訪日旅行推進委員会（於ジャカルタ）/本部
11月26日 幹事会／関東支部
11月27日 総務委員会／関東支部
12月1日 インバウンド委員会／関東支部
12月4日 海外旅行委員会／関東支部
12月8日 LADY　JATA委員会／関東支部
12月14日 幹事会／九州支部
12月15日 広報委員会／本部

日本人旅行者100万人の達成を目指す
マレーシア政府観光局とプロジェクト第2弾
　JATAとマレーシア政府観光局は9月25日、デ
スティネーション開発戦略「マレーシア100万人
プロジェクト」の最終目標完遂に向けて、同プロ
ジェクトの推進継続のための覚書調印式“Phase2
（MOJI）”を開催し、JATAの中村達朗理事長と
マレーシア政府観光局シニアダイレクターのダト・ム
サ・ユソフ氏が署名を行いました。
　JATAとマレーシア政府観光局は2012年4月に
同プロジェクトの覚書を締結して以来、今年3月まで
の3年間にわたり、ジョイントによる様々な活動を実
施、目標の数値こそ達成できていないものの、アウト
バウンド全体が伸び悩む中、マレーシアを訪れた日
本人旅行者数は3年間で142％増の55万人まで拡
大しました。
　同プロジェクトは今年3月でいったん終了しました
が、100万人という最終目標の達成に向けて、再び
第2弾として今年10月から新たな戦略をスタートさ

せました。
　今回のプロジェクト第2弾を推進することで、期
待される効果としては、(1)渡航者数が毎年着実に
増加しており、活動の継続により、今後の目標達成
への可能性が広がる、(2)マレーシアの有望コンテ
ンツ（教育コンテンツ・ハラールビジネス・ロングステ
イ等）の拡大を通じて、アジア全体のダイナミズムを
加速させることも可能となる、(3)アジア大交流時代
に活躍できるグローバル人材育成に対する社会的
ニーズへの対応とマレーシアの優位性を確保する
ことができる、などが想定されています。



展示イベント
フォトレポート

太田大臣は箱根によるステージイベントにも登壇してエールを贈りました

韓国ブースを訪れた太田大臣（左から2人目）に展示内容を説明す
る韓国観光公社の康重石東京支社長（左から3人目）

今年も多くの協賛を集めた「チャリティー・オークション」

巨大なジンベエザメの模型が目を引いた沖縄
ブース

会場に彩りを添えた美しい民族衣装の女性
たち

一般日のセミナーも賑わったチームヨーロッパのブース

今年初めて5カ国が揃って出展した
中央アジア

世界の各国・地域と国内の都道府県によるブースが華
やかな雰囲気を醸し出す展示会場

グランプリを受賞した明治
大学国際日本学部の皆さん

グランドフィナーレ
第2回ツーリズムEXPOジャパンの成功祝う
最終日の9月27日には、関係者や出展者、来場者が一体となっ
てグランドフィナーレも実施され、「ツーリズムEXPOジャパン
2015」の成功を祝いました。実行委員長を務めた田川博己
JATA会長は、「今年の成功を踏まえてジャンプ・イヤーとなる
来年も、2020年に向けて更なる飛躍を図りたい」と語り、第3回
への意欲を示しています。

海外卒業旅行コンテスト
明治大学にグランプリ
JATAは9月25日、「ツーリズムEXPOジャパン
2015」会場で「海外卒業旅行企画コンテスト
2015」の公開プレゼンテーションを実施し、優秀
企画6作品の中から、最優秀のグランプリ、優秀
作品賞、審査員特別賞を決定して表彰しました。
グランプリは明治大学の「あなたの恋を叶え隊」
が受賞しています。

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
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P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
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」期
間
中
の
9
月
25
日
、太
田
昭
宏

国
土
交
通
大
臣
、西
村
明
宏
国
土
交
通
副
大
臣
、鈴
木
馨
祐
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
は
じ
め
、多
く
の
国
会
議
員
の
方
々
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を
訪
れ
て
展
示

会
場
を
視
察
し
ま
し
た
。太
田
大
臣
ら
は
各
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
様
々
な

趣
向
や
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
ブ
ー
ス
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

太
田
大
臣
が
展
示
会
場
を
視
察

世
界
と
日
本
の
魅
力
が一堂
に

各大学によるプレゼンテーションを熱心に聞く学
生ら

ゆるキャラや出展者と来場者が一体となってイベン
トの成功を祝いました

グランドフィナーレで挨拶する田
川JATA会長「来年はジャンプイ
ヤー」



　

ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
の
日
帰
り
圏
に
位
置
す
る

町
と
し
て
根
強
い
人
気
を
維
持
し
て
き
た
ポ
ル

ヴ
ォ
ー
。J
A
T
A
の
T
e
a
m 

E
U
R
O
P
E

観
光
促
進
協
議
会
が
今
年
6
月
に
選
定
し
た

「
美
し
い
村
30
選
」に
入
っ
た
こ
と
で
、改
め
て
、

そ
の
存
在
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
２
番
目
に
長
い
歴
史

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
ト
ウェイ
で
も
あ
る
首
都

ヘル
シ
ン
キ
か
ら
北
東
へ
約
50
キ
ロ
、電
車
な
ら
1

時
間
ほ
ど
と
い
う
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
は
、日
本
か
ら
の
ツ

ア
ー
で
は
出
発・到
着
の
前
後
な
ど
で
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション
と
し

て
も
、人
気
を
誇って
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
の
歴
史
は
13
世
紀
ま
で
遡
り
、

14
世
紀
に
は
教
会
区
と
し
て
史
料
に
登
場
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
ト
ゥル
ク
に
続
い

て
2
番
目
に
長
い
と
言
わ
れ
る
8
0
0
年
の
歴

史
を
持
つ
町
で
す
。

　

中
世
の
面
影
を
色
濃
く
漂
わ
せ
る
石
畳
の
旧

市
街
や
川
岸
に
並
ぶ
赤
く
塗
ら
れ
た
木
造
の
倉

庫
群
は
、長
い
歴
史
と
街
並
み
の
美
し
さ
を
象
徴

す
る
も
の
で
、ム
ー
ミ
ン
の
作
者
で
あ
る
ト
ー
ベ・ヤ

ン
ソ
ン
を
は
じ
め
、多
く
の
詩
人
や
芸
術
家
か
ら

も
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を
与
え
て
き
た
ポ
ル

ヴ
ォ
ー
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
化
を
育
ん
で
き
た

「
心
の
故
郷
」と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

町
の
随
所
に
散
策
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス

　
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ア
イ
コン
と
なって
い
る
の
が
川
岸

の
倉
庫
群
。赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
は
、18
世
紀
に

統
治
し
て
い
た
ス
ウェー
デ
ン
王
の
グ
ス
タ
フ
3
世

に
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
、貿
易
の
要
衝
と
し
て

も
役
割
を
果
た
し
て
き
た
町
の
歴
史
を
物
語って

い
ま
す
。

　

中
世
の
面
影
を
残
す
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
木
造

家
屋
が
並
ぶ
旧
市
街
と
19
世
紀
を
代
表
す
る

建
築
家
で
あ
る
カ
ー
ル
･
ル
ー
ド
ヴ
ィッヒ
･
エン

ゲ
ル
が
1
8
3
0
年
代
に
設
計
し
た
エン
パ
イ
ア

様
式
の
住
宅
が
並
ぶ
地
区
は
、人
気
の
高
い
散
策

コ
ー
ス
で
す
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
歌
と
なっ
た「
わ
が

祖
国
」を
詠
ん
だ
国
民
的
詩
人
で
あ
る
ヨハン
＝

ル
ド
ヴ
ィ
グ・ル
ー
ネ
ベ
リ
の
自
宅
も
、エン
パ
イ
ア・

ス
タ
イ
ル
の
好
例
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
市
街
の
高
台
に
立
つ
大
聖
堂
は
、15
世
紀
初

頭
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、ロ
シ
ア
統
治
時
代
の
19

世
紀
初
め
に
は
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
議
会
の
開
会
式
も
行

わ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
に
も
重
要
な
建
造
物
で

す
。2
0
0
6
年
に
は
不
運
に
も
火
災
に
見
舞
わ

れ
た
も
の
の
、2
0
0
8
年
に
は
復
旧・再
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
観
光
局
の
能
登
重
好
日
本

代
表
は
、「
デ
イ
ツ
ア
ー
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、貴

重
な
歴
史
の
舞
台
で
も
あ
る
ポ
ル
ヴ
ォ
ー
に
宿
泊

滞
在
し
て
、そ
の
奥
深
い
魅
力
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
た
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ポルヴォー

宿
泊
滞
在
で
堪
能
し
て
み
た
い
奥
深
い
魅
力

歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
古
都・ポ
ル
ヴ
ォ
ー

ポルヴォーのアイコンとなって
いる川岸の赤く塗られた倉庫群

その歴史は13世紀まで遡るというポル
ヴォーの景観

旧鉄道駅の古い石造りの建物（上）とギフトや
インテリア用品、手工芸品なども展示・販売さ
れている隣接の倉庫

15世紀初頭に建てられた旧市街の高台
に立つ大聖堂

旧市街には散策を楽しめる小道
が随所に

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

ヘルシンキ

ポルヴォー

北極圏



　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、東
ア
ジ
ア
と
地
中
海
世
界
を

結
ぶ
交
易
路
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、商
人

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、国
の
使
節
や
武
将
、宗
教

家
や
芸
術
家
な
ど
も
旅
し
た
ル
ー
ト
で
す
。都
市

と
国
家
を
結
ん
だ
道
は
、ま
た
、仏
教
や
美
術
、思

想
な
ど
も
伝
え
、沿
道
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
文
化
と
中
国
文
化
の
融
合
も

　

河
西
回
廊
は
、い
く
つ
も
の
ル
ー
ト
が
あ
る
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
う
ち
、最
も
基
本
的
な
ル
ー
ト
の
中

国
側
の
起
点
部
分
を
形
成
し
て
い
ま
す
。西
安
か

ら
西
に
向
か
う
河
西
回
廊
が
オ
ア
シ
ス
都
市・敦

煌
を
経
由
し
た
後
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
の
北
側
と
南
側
を
通
る
天
山
南
路
と
西

域
南
道
に
別
れ
、カ
シュガ
ル
の
オ
ア
シ
ス
で
再
び

合
流
し
ま
す
。タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
と
天
山
山
脈

の
間
を
行
く
天
山
南
路
は
、唐
の
時
代
に
三
蔵
法

師
が
経
典
を
求
め
て
長
安
か
ら
イ
ン
ド
へ
向
け
て

苦
難
に
満
ち
た
旅
を
し
た
ル
ー
ト
で
す
。

　
河
西
回
廊
のエ
リ
ア
は
も
と
も
と
遊
牧
民
族
が

支
配
す
る
異
境
の
地
で
し
た
が
、紀
元
前
1
0
0

年
頃
に
前
漢
の
武
帝
が
4
つ
の
直
轄
群
を
置
き
、

中
央
政
権
の
支
配
が
及
ぶ
遠
隔
地
と
し
て
、独
自

で
華
や
か
な
文
化
を
紡
ぎ
な
が
ら
、歴
史
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

河
西
回
廊
が
通
る
甘
粛
省
の
南
の
青
海
省
に

は
、省
都・西
寧
市
の
南
西
に
チ
ベッ
ト
仏
教
ゲ
ル

派
の
創
始
者
ツ
ォン
カ
パ
の
生
誕
地
と
し
て
知
ら

れ
る
タ
ー
ル
寺
が
あ
り
、チ
ベッ
ト
文
化
と
中
国
文

化
の
融
合
の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

往
時
の
ス
ケ
ー
ル
感
と
堅
固
さ
を
今
に

　
甘
粛
省
の
西
北
部
に
あ
って
河
西
回
廊
の
中
心

部
か
ら
や
や
西
側
に
位
置
す
る
嘉
峪
関
市
は
古

代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
で
、か
つ
て
は「
辺

鎖

」（
辺
境
の
く
さ
り
や
か
ぎ
）と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。雄
大
な
嘉
峪
関
の
関
城
は
、万
里
の
長

城
の
西
側
の
起
点
で
、地
勢
の
険
し
さ
と
建
築
の

雄
大
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。嘉
峪
関
の
関
城
は
、

明
代
の
長
城
に
あ
る
1
0
0
0
以
上
の
関
城
の

中
で
も
最
も
保
存
状
態
が
良
く
、往
時
の
ス
ケ
ー

ル
感
と
堅
固
さ
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

甘
粛
省
の
省
都・蘭
州
か
ら
高
速
道
路
で
5

時
間
ほ
ど
の
天
水
市
の
東
南
約
50
キ
ロ
に
は
、中

国
五
大
石
窟
の一つ
に
数
え
ら
れ
、「
塑
像
の
殿
堂
」

「
東
方
の
彫
刻
館
」と
も
称
さ
れ
る
麦
積
山
石

窟
が
あ
り
ま
す
。中
国
の
石
窟
は
、西
域
北
道
を

経
て
敦
煌
か
ら
河
西
回
廊
、黄
河
に
沿
って
西
か

ら
東
へ
と
造
営
さ
れ
て
いった
と
言
わ
れ
て
お
り
、

敦
煌
の
莫
高
窟
が
前
秦
の
3
6
6
年
に
創
建
さ

れ
た
の
に
対
し
、麦
積
山
石
窟
は
後
秦
の
3
9
4

〜
4
1
6
年
頃
に
造
営
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
掘
削
は
清
王
朝
ま
で
1
5
0
0
年

以
上
に
わ
た
って
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、西
秦
か

ら
宋
王
朝
ま
で
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
存
す
る
石
窟
も
唐
代
よ
り
前
の
も
の
が
多
い
よ

う
で
す
。

古
代
中
国
と
西
域
を
つ
な
ぐ「
河
西
回
廊
」

独
特
の
自
然
景
観
や
豊
か
な
歴
史
文
化
が
息
づ
く

霧の中に聳える麦積山には幽玄
な雰囲気も漂います

中国最大の内陸塩海湖として知られる
青海湖

寧夏回族自治区の中心・銀川にある西夏
王国の陵墓

チベット仏教ゲル派の寺院であるタール寺 保存状態が良く往時を彷彿とさせる
嘉峪関の関城

中国五大石窟の一つ・麦積山
石窟

銀川銀川武威武威

張掖張掖
酒泉酒泉敦煌敦煌

嘉峪関嘉峪関

祁連山脈祁連山脈

河西回廊河西回廊
黄河黄河

青海湖青海湖

甘粛省甘粛省

陜西省陜西省

中国 シルクロード 第2回素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）

2015年シルクロード観光年
広 告



このご案内は、旅行業者賠償責任保険の概要についてご紹介したものです。募集の保険内容および加入方法については、お手元に送付
されるパンフレットをご覧ください。また、㈱ジャタホームページ（http://www.yu-jata.com）でもパンフレットPDFをご覧いただけます。詳細は
契約者である団体の代表者の方にお渡ししてある保険約款によりますが、ご不明点な点がありましたら代理店におたずねください。

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ

引受保険会社 ： 東京海上日動火災保険株式会社

同時募集中!
旅程保証責任保険

旅行会社の過失でない場合でも重要な変更*については
旅程保証責任があります。その補償金をカバーします。
*「重要な変更」については企画旅行業約款｢別表第二 変更補償金｣に記載

JATA会員会社向け団体保険制度 好評募集中!
締切:11月20日（金）

消費者の権利意識の高まりに伴い 苦情件数や賠償金額は毎年増加しています。
会社経営のガードとして、会員各社のご要望にお応えしてスタートした制度も今年で16年目を迎えました。いざという
時に会社のため、消費者のために備えるべき保険、賠償金・弁護士費用を補償する保険です。まだ未加入の会員の
方は、この機会にぜひ加入をご検討ください。

<高額な賠償金事例>　過去に登山ツアーで死亡事故が発生しました。
賠償請求訴訟では、旅行会社の天候の判断ミスが問われ、ツアーを中断しなかった旅行会社に非を認め賠償金を支払う裁定
がくだされました。この時の賠償金は、亡くなった方の生涯年収を基に算出され、数千万円が賠償金として支払われています。

「旅行業者賠償責任保険」のご案内

添乗員の誘導ミスで
起きた傷害事故
による賠償責任

いざという時の備え・・・が必要です!

大口団体の
手配ミスによる
賠償責任

パスポートの盗難
による賠償責任

想定できるリスクは、事前に考えれば回避することが可能です。
想定できないリスクは、回避できないままに直面します。起こってしまった
ことは、変えられない。でも金銭的な補償で少しでも解決に向かう糸口になる。
そのための備え、そのための保険です。会社の危機管理の手段として有効です。

（保険料計算事例）　旅行取扱高（暫定*）年間約5億円の会社の場合
　①お支払年間限度額3億円のタイプにご加入の場合の暫定保険料 　399,660円
　②お支払年間限度額1億円のタイプにご加入の場合の暫定保険料 　337,640円
　③お支払年間限度額5千万円のタイプにご加入の場合の暫定保険料 310,080円
　*保険期間終了後に実際の旅行取扱高（確定）により、確定精算いたします。
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